
発行　美濃加茂商工会議所　岐阜県美濃加茂市太田本町1ｰ1ｰ20　TEL〈0574〉２４－０１２３　FAX〈0574〉２４－０１２０　月１回(毎月１日) 発行　１部５０円 （購読料は会費に含む）　　　

wakuwaku
みのかも １ 2020

Vol.334

旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
二
年　

元
旦
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新
年
の
ご
挨
拶

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

会
頭　

鈴
木　

登

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

美
濃
加
茂
商
工
会
議
所
会
員
に
於
か

れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
初
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
商
工
会
議
所
活
動
の
各

般
に
亘
り
格
別
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
十
月
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
、
第
十
三
回
臨
時
議
員
総
会
に
於
き

ま
し
て
四
期
目
の
第
十
一
期
会
頭
に
ご

指
名
賜
り
、
改
め
て
そ
の
重
責
を
痛
感

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
世
界
経
済
は
、
牽
引
役
で

あ
る
米
国
が
、
個
人
消
費
を
中
心
に
緩

や
か
に
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、
エ
ス

カ
レ
ー
ト
す
る
米
中
貿
易
摩
擦
、
英
国

の
ブ
レ
ク
ジ
ッ
ト
、
中
東
情
勢
の
不
安

定
等
、
益
々
不
透
明
感
が
強
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

国
内
経
済
は
、
大
企
業
中
心
に
底
堅

い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、
地
域
経
済
は
、

「
労
働
人
口
の
減
少
」
「
地
方
の
疲
弊

等
、
構
造
的
問
題
に
直
面
す
る
中
、
深

刻
化
す
る
「
人
手
不
足
」
「
後
継
者
難

ま
た
、
昨
年
四
月
よ
り
順
次
施
行
さ
れ

て
い
る
「
働
き
方
改
革
」
の
導
入
に
よ

り
依
然
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
は
、
地
域
に
密

着
し
た
中
小
、
小
規
模
企
業
の
成
長
発

展
で
あ
り
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
地

域
の
総
合
経
済
団
体
で
あ
る
商
工
会
議

所
は
、
そ
の
責
務
を
果
た
す
重
要
な
立

場
に
あ
り
ま
す
。

　

美
濃
加
茂
商
工
会
議
所
は
、
今
年
も

「
め
ざ
そ
う
！
明
る
く
元
気
な
企
業
と

地
域
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
多
様
化
す

る
経
済
環
境
に
対
応
し
た
、
「
経
営
支

援
」
「
創
業
支
援
」
「
事
業
承
継
支
援

等
、
中
小
、
小
規
模
企
業
対
策
を
最
優

先
課
題
と
し
た
事
業
活
動
を
推
進
し
、

そ
の
責
務
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
年
が
、
商
工
会
議
所
会

員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
更
な
る
発
展

の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
商
工
会
議
所
活
動
に

変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。令

和
二
年
元
旦

」」

」



３ わくわくみのかも　

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

今
年
で
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
こ
う
し
て
元
気
に

幸
せ
に
い
ら
れ
る
の
も
今
ま
で
ご
縁
を
い
た
だ
い

た
方
々
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

何
事
も
楽
し
む
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
何
気
な

い
日
常
や
仕
事
、
や
る
べ
き
こ
と
に
喜
び
や
楽
し

み
を
見
つ
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
女
性
会
で
も
会

員
の
皆
様
と
楽
し
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
更
に
笑
顔
あ

ふ
れ
る
元
気
な
会
に
な
る
よ
う
、
公
私
と
も
に
が

ん
ば
り
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ど
り
ー
む

　
　
　
　

渡
邉　

由
美
子

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

早
い
も
の
で
三
度
目
の
ね
ず
み
年
を
迎

え
ま
し
た
。
今
後
の
仕
事
や
商
工
会
議
所

活
動
で
、
更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
一
年
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
元
号
も
平
成
か
ら
令
和
へ
と
変

わ
り
、
新
た
な
時
代
へ
の
希
望
と
期
待
を

感
じ
た
一
年
で
し
た
。

　

そ
こ
で
本
年
は
「
挑
戦
」
と
い
う
言
葉

を
私
自
身
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
希
望
や

期
待
、
夢
を
形
に
出
来
る
よ
う
日
々
挑
戦

し
一
年
間
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

有
限
会
社
早
川
青
果

　
　
　
　
　
　
　

早
川　

英
作

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
十
一
月
に
は
、
皇
居
で
の
天
皇
陛

下
御
即
位
の
記
念
式
典
に
参
加
で
き
る
機

会
に
恵
ま
れ
大
勢
の
皆
様
と
一
緒
に
お
祝

い
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

国
民
の
一
人
と
し
て
そ
の
責
任
を
き
ち

ん
と
果
た
し
、
心
新
た
に
又
精
進
し
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
な
と
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
時
代
が
平
和

で
人
に
も
環
境
に
も
優
し
く
穏
や
か
な
時

代
と
な
る
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員
と
し
て
も
何
か
少
し
で
も
お
役
に
立

て
る
よ
う
、
会
議
所
の
活
動
に
も
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

株
式
会
社
フ
ジ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　

金
森　

薫

子年が語る
新年への思い
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当
所
規
則
並
び
に
規
程
の
一
部
改
正
な
ど
を
審
議

　
　
　 

＝
第
一
八
八
回
常
議
員
会
開
催
＝

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
常
議
員
会
で
は
、

会
員
の
加
入
承
認
を
は
じ
め
全
五
議
案
が

審
議
さ
れ
、
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
審
議
事
項
●

議
案
第
一
号

会
員
の
加
入
承
認
に
つ
い
て

　

一
般
会
員
十
三
事
業
所
、
特
別
会
員
二

事
業
所
の
会
員
加
入
に
つ
い
て
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

（
期
間
：
令
和
元
年
九
月
十
八
日
～
十
二
月
九
日
ま
で
）

議
案
第
二
号

美
濃
加
茂
商
工
会
議
所
議
員
の
職
務
を
行

う
者
の
変
更
に
つ
い
て

　

当
所
議
員
の
変
更
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
三
号
議
員
】

　

シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　

変
更
前　
　

ぎ
ふ
清
流
里
山
公
園
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
倉　

大
地　

氏

　

変
更
後　
　

ぎ
ふ
清
流
里
山
公
園
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
合　

哲
也　

氏

議
案
第
三
号

第
十
一
期
美
濃
加
茂
商
工
会
議
所
委
員
会

の
委
員
所
属
に
つ
い
て

　

十
二
月
十
三
日
、
福
美
に
て
正
副
会
頭
会
議
並
び
に
第
一
八
八
回
常
議
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
正
副
会
頭
会
議
で
は
、
常
議
員
会
に
提
出
さ
れ
る
上
程
議
案
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
十
一
期
美
濃
加
茂
商
工
会
議
所
委

員
会
の
委
員
所
属
に
つ
い
て
審
議
が
行

わ
れ
、
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
委
員
会
】

総
務
委
員
会
、
情
報
・
交
流
委
員
会
、

地
域
振
興
委
員
会
、
会
員
委
員
会
、
中

小
企
業
委
員
会　

議
案
第
四
号

令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
、
中
小
企
業
相
談
所
会
計
事

務
費
及
び
事
業
費
の
予
算
の
補
正
に
つ
い

て
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
五
号

美
濃
加
茂
商
工
会
議
所
職
員
給
与
規
則

並
び
に
美
濃
加
茂
商
工
会
議
所
職
員
の

給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

美
濃
加
茂
市
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
当
所

職
員
給
与
規
則
並
び
に
給
与
に
関
す
る

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

加入時に掲載の承諾をいただいた事業所のみ掲載しています新規加入会員紹介【一般会員】

　
●
報
告
事
項
●

①
令
和
元
年
度
上
半
期
監
事
会
報
告

②
観
光
飲
食
部
会
視
察
研
修
実
施
報
告

③
第
十
四
回
み
の
か
も
日
本
昭
和
村
ハ
ー

　

フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

④
工
業
部
会
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
実
施
に
つ

　

い
て

⑤
会
頭
杯
争
奪
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
実

　

施
報
告

⑥
第
二
二
回
会
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

の
開
催
に
つ
い
て

⑦
商
業
部
会
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て

⑧
メ
ッ
セ
ナ
ゴ
ヤ
二
〇
一
九
事
業
報
告

⑨
第
八
回
み
の
か
も
市
民
ま
つ
り
実
施
報

　

告
⑩
第
三
回
み
の
か
も
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
の
開

　

催
に
つ
い
て

⑪
お
ん
祭
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
二
〇
一
九
～

　

秋
の
陣
～
実
施
報
告

⑫
美
濃
加
茂
商
工
会
議
所
創
立
記
念
・
新
春

　

賀
詞
交
歓
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑬
改
正
商
工
会
議
所
法
（
十
二
月
十
四
日

　

施
行
）
に
つ
い
て

⑭
そ
の
他

　

所属部会 事業所名 代表者 業種 住所 ℡ 

商  業 ㈱和 杉山 和也 小売業（ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ） 中部台 3-3-3 27-3021 

建  設 仙田工業 仙田 知成 建築金物取付 加茂野稲辺 443-126 42-9118 

観光飲食 SPORTS BAR MEDEN 酒向 健世 バー 太田町 1765-2 54-3739 

サービス およし堂システム 吉開 健志 事業所向ｿﾌﾄｳｪｱ等設計開発 加茂野町稲部 1050-30 26-8348 

建  設 上地創建 上地幸四郎 建築工事 島町 1-4-11 25-5278 

サービス 合同会社カモケンラボ 加藤 慎康 まちづくり、地域創生調査 蜂屋町中蜂屋 1327 携   帯 

サービス 木曽三川電力みのかも㈱ 加藤 慎康 電力の調達および供給 蜂屋町中蜂屋 1327 50-7511 

サービス ネイルサロンリルム 三品 麻衣 ネイルサロン 深田町 3-3-12 26-5983 

サービス SHIHO バレエスタジオ 大野 志帆 クラシックバレエレッスン 太田町 2533-5 携   帯 

 

事業所名 代表者 業種 住所 ℡ 

スパイラルアップサポート 佐藤 和幸 IT 機器システム導入等 富加町加治田 3340-7 050-3699-1018 

 

【特別会員】
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十
一
月
十
六
日
に
「
み
の
か
も
創
業
塾

二
〇
一
九
」
を
開
講
し
、
こ
れ
か
ら
創
業

を
目
指
す
方
や
創
業
し
て
間
も
な
い
経
営

者
の
方
な
ど
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
小
企
業
診
断
士
の
豊
増
さ
く
ら
先
生

を
お
招
き
し
、
十
二
月
二
十
日
ま
で
毎
週

全
六
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
円
滑
な
創
業

が
実
現
で
き
る
よ
う
、
起
業
の
知
識
や
資

金
計
画
の
立
て
方
・
販
路
開
拓
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
つ
い
て
知
識
を
習
得
し
、

受
講
者
相
互
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
創
業

計
画
作
成
ま
で
行
な
い
ま
し
た
。

　

商
工
会
議
所
は
創
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

支
援
機
関
と
し
て
、
各
種
補
助
金
・
助
成

金
・
創
業
資
金
な
ど
起
業
相
談
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

十
一
月
十
八
日
、
商
工
会
館
に
て
運
輸

通
信
部
会
主
催
、
N
T
T
西
日
本
共
催
で

「
働
き
方
視
え
る
化
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し

て
、
N
T
T
西
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ロ
ン
ト

株
式
会
社
東
海
支
店
長
の
小
林
正
和
氏
が

講
演
さ
れ
、
十
六
社
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

み
の
か
も
創
業
塾
開
講

働
き
方
視
え
る
化
セ
ミ
ナ
ー

　

働
き
方
改
革
関
連
法
の
施
工
に
伴
い
、

今
企
業
に
は
何
が
必
要
と
さ
れ
て
い
て
ど

の
よ
う
な
対
策
を
打
つ
べ
き
か
、
社
会
の

変
化
を
交
え
つ
つ
解
説
を
行
い
、
そ
の
一

つ
の
打
開
策
と
し
て
近
年
よ
く
耳
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
A
I
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
デ
モ
機
を
準
備
し
、
働

き
や
タ
ス
ク
の
処
理
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
を

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
講
師
よ
り
、
「
働
き
方
改
革
や

関
連
法
案
は
企
業
に
と
っ
て
不
利
益
だ
と

考
え
ず
、
企
業
の
経
営
方
針
や
生
産
性
を

見
直
す
い
い
機
会
だ
と
思
っ
て
対
応
し
て

ほ
し
い
」
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

市
長
と
の
意
見
交
換
会

　

十
一
月
十
九
日
、
昇
月
に
て
商
業
部
会

役
員
と
市
長
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、

十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
美
濃
加
茂
地
域

の
商
業
関
連
事
業
と
し
て
の
一
翼
を
担
っ

て
き
た
商
業
部
会
と
美
濃
加
茂
市
長
の
意

見
交
換
会
で
あ
り
、
時
代
に
合
わ
せ
た
経

済
政
策
を
取
り
組
む
た
め
、
ま
た
、
広
い

視
点
か
ら
今
後
の
経
済
動
向
な
ど
を
見
極

め
、
意
見
交
換
会
を
通
じ
諸
課
題
に
対
し

て
先
見
的
な
展
望
が
見
い
だ
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
第
６
次

総
合
計
画
・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

・
立
地
適
正
化
計
画
・
公
共
施
設
整
備
計

画
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

商
業
部
会
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十
二
月
十
二
日
、
商
工
会
館
に
て
製
造

業
の
為
の
I
o
T
導
入
実
践
塾
を
開
始
し
、

「
I
o
T
ツ
ー
ル
導
入
後
の
取
得
値
を
評

価
し
た
内
容
の
発
表
と
ア
ド
バ
イ
ス
」
と

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
は
、
I
o
T
に
よ
る
改
善

活
動
を
促
す
事
を
目
的
に
参
加
者
一
人
ひ

と
り
に
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

発
表
者
か
ら
は
、
稼
働
率
や
可
動
率
を

紙
で
管
理
し
た
場
合
と
セ
ン
サ
ー
で
管
理

し
た
場
合
を
比
較
し
た
結
果
、
セ
ン
サ
ー

の
方
が
低
い
事
が
分
か
り
、
紙
の
管
理
は

人
間
に
よ
る
も
の

な
の
で
ば
ら
つ
き

が
あ
る
事
が
初
め

て
明
ら
か
に
な
っ

た
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

南
講
師
か
ら
は
、
稼
働
状
況
を
見
え
る

取
得
し
た
デ
ー
タ

を
基
に
社
長
や
経

営
者
へ
の
改
善
提
案
を
し
易
い
環
境
が
で

き
る
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

発
表
後
は
、
関
数
の
機
能
と
処
理
例
等

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き

セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
し
ま
し
た
。　
　

７ わくわくみのかも　

美
濃
の
逸
品
コ
ー
ナ
ー

フ
ィ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
千
種
店
に
開
設

　

十
一
月
二
十
二
日
、
フ
ィ
ッ
ト
ハ
ウ

ス
千
種
店
（
名
古
屋
市
中
区
）
に
新
業
態

と
な
る
M
i
;
K
n
o
w
「
美
濃
の
美
し

い
モ
ノ
づ
く
り
を
フ
ィ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
か
ら

世
界
に
」
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
さ
れ
、
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
美
濃
和
紙
の
繊
維

を
利
用
し
た
タ
オ
ル
や
土
岐
の
ぎ
や
ま
ん

陶
、
美
濃
加
茂
市
か
ら
は
ヤ
マ
キ
農
園
よ

り
梨
や
柿
等
の
無
添
加
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ

や
コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー
ル
な
ど
美
濃
の
伝
統

工
芸
品
や
産
業
商
品
が
陳
列
さ
れ
、
ど

れ
も
目
を
引
く
も
の

ば
か
り
で
し
た
。

　

社
長
の
吉
田
直
人
氏
は
、
「
美
濃
の
美

し
い
商
品
の
魅
力
を
国
内
や
世
界
に
情
報

発
信
し
て
い
き
た
い
。
地
方
創
生
を
目
標

に
全
国
へ
販
売
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
部
会

助
成
金
セ
ミ
ナ
ー
＆
会
員
交
流
会

　

十
二
月
十
日
、
メ
ル
ヴ
ェ
イ
ユ
平
安
殿

に
て
助
成
金
セ
ミ
ナ
ー
＆
会
員
交
流
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

二
部
構
成
に
て
行
わ
れ
、
一
部
で
は
㈱

ト
レ
ジ
ャ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
代
表
の
白

石
健
吾
氏
に
テ
ー
マ
「
岐
阜
県
で
多
く
の

企
業
が
既
に
申
請
済
み
の
締
め
切
り
間
近

の
助
成
金
」
で
助
成
金
の
説
明
を
し
て
頂

き
ま
し

た
。

　　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
補
助
金
と
助
成
金
の
違

い
（
補
助
金
は
税
金
が
財
源
だ
が
、
助
成

金
は
雇
用
保
険
料
等
が
財
源
）
。
補
助
金

は
採
択
率
が
あ
る
が
助
成
金
は
要
件
を
満

た
し
て
い
れ
ば
必
ず
と
お
る
。
助
成
金
は

毎
年
４
月
に
新
た
な
制
度
が
運
用
さ
れ
財

源
が
尽
き
た
ら
当
年
度
は
終
了
。
な
ど
の

説
明
と
、
現
在
申
請
受
付
中
の
助
成
金
に

つ
い
て
数
件
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
部
で
は
会
員
交
流
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
交
流
会
で
は
会
員
間
の
情
報
交
換

・
名
刺
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

大
変
好
評
で
、
同
様
の
企
画
は
今
後
も

行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

十
一
月
二
一
日
、
製
造
業
の
為
の
I
o

T
導
入
実
践
塾
を
開
催
し
、
「
先
進
工
場

で
I
o
T
を
体
験
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
㈱

イ
マ
オ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
美
濃
第
一
、

第
二
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
美
濃
の
工
場
で
行
わ
れ
て
い

る
改
善
事
例
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

改
善
事
例
で
は
、
大
型
ハ
ン
ド
ル
の
段

取
り
改
善
（
重
い
ハ
ン
ド
ル
を
持
つ
時
の

作
業
者
へ
の
付
加
軽
減
）
や
３
D
プ
リ
ン

タ
を
活
用
し
た
治
具
改
善
、
ワ
ー
ク
ベ
ン

チ
を
活
用
し
た
作
業
環
境
改
善
な
ど
様
々

な
事
例
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
「
三
次

元
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
生
産
性
向
上
」

と
い
っ
た
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
活
用
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
改
善
活
動

を
確
認
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

I
o
T
導
入
実
践
塾

～
イ
マ
オ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
視
察
～

～
セ
ミ
ナ
ー
～

I
o
T
導
入
実
践
塾



あ
じ
さ
い
共
済
還
元
事
業
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青年部だより
十
二
月
例
会
忘
年
会

女性会だより

我
が
町
再
発
見
事
業

　
　
　
　
　

十
一
月
二
九
日
、
中
山
道
界        

　
　
　
　

隈
と
小
山
観
音
を
訪
れ
我
が
町

　
　
　
　

美
濃
加
茂
再
発
見
事
業
を
開
催

　
　
　
　

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

午
前
に
中
山
道
会
館
に
て
、

　
　
　
　

地
域
の
歴
史
に
詳
し
い
元
高
校

教
諭
の
水
谷
敬
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
太
田

宿
の
歴
史
に
つ
い
て
江
戸
時
代
の
女
性
の

商
売
を
観
点
に
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
小
山
観
音
を
訪
れ
、
中
西

東
峯
住
職
よ
り
小
山
観
音
の
歴
史
に
つ
い

て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
小
山

の
観
音
は
蚕
の
本
尊
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
無
病
息
災
、
道
中
安
全
の
ほ
か
、
子

授
け
の
本
尊
と
し
て
も
人
々
の
深
い
信
仰

を
集
め
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

　

今
後
も
美
濃
加
茂
市
内
の
知
っ
て
い
そ

う
で
知
ら
な
い
場
所
を
探
し
て
、
美
濃
加

茂
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　

十
二
月
二
日
、
メ
ル
ヴ
ェ
イ

　
　
　
　

ユ
平
安
殿
に
て
、
十
二
月
例
会

　
　
　
　

忘
年
会
を
開
催
し
、
担
当
委
員

　
　
　
　

会
の
声
か
け
に
よ
り
三
六
名
の

　
　
　
　

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

忘
年
会
の
受
付
時
に
、
次
年

度
行
う
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
ウ
ェ
ル
カ

ム
ボ
ー
ド
の
作
成
を
行
い
、
美
濃
加
茂
Ｙ

Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
の
手
形
を
と
っ

て
ボ
ー
ド
に
貼
り
付
け
ま
し
た
。

　

忘
年
会
は
、
く
じ
で
席
を
決
め
て
、
各

テ
ー
ブ
ル
で
入
部
し
て
間
も
な
い
部
員
が

先
輩
部
員
か
ら
活
動
の
話
を
聞
く
な
ど
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

ま
た
、
美
濃
加
茂
市
出
身
の
歌
手
、
田

中
滋
人
氏
の
演
奏
に
よ
り
、
参
加
者
全
員

で
肩
を
組
み
、
大
き
な
輪
を
作
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

十
二
月
九
日
、
美
濃
加
茂
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
て
、
講
師
に
女
性
会
会
員
で

ロ
ー
ズ
a
n
d
セ
ラ
ピ
ー
の
山
田
香
代
子

さ
ん
を
お
招
き
し
「
し
め
縄
リ
ー
ス
作
り

」
と
題
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
材
料
を
揃
え
る
の
も
簡
単

に
で
き
、
多
く
の
人
が
し
め
縄
リ
ー
ス
を

自
分
で
手
作
り
し
玄
関
先
に
飾
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、
既
に
完
成
済
み
の
し
め
縄
に

造
花
や
ま
つ
ぼ
っ
く
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

サ
ン
キ
ラ
イ
、
水
引
等
を
使
用
し
て
ワ
イ

ヤ
ー
を
使
い
、
配
置
を
考
え
な
が
ら
し
め

縄
に
飾
り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
完
成
後

は
、
参
加
者
全
員
作
品
を
見
せ
合
い
ま
し

た
。
一
昨
年
前
ま
で
の
寄
せ
植
え
講
習
会

と
は
違
い
、
手
入
れ
の
い
ら
な
い
花
は
、

好
評
で
年
末
の
慌
た
だ
し
い
中
に
も
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

し
め
縄
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

　

十
二
月
十
日
、
十
二
日
の
両
日
に
て
、

先
月
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ

ク
工
作
機
械
博
物
館
」
お
よ
び
「
ク
レ
セ

ン
ト
バ
レ
ー
Ｃ
Ｃ
美
濃
加
茂
」
に
て
、
あ

じ
さ
い
共
済
加
入
者
の
方
を
対
象
に
還
元

事
業
を
行
い
、
十
七
事
業
所
、
三
十
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

博
物
館
で
は
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
を

熱
心
に
聞
き
な
が
ら
、
珍
し
い
機
械
等
を

写
真
に
納
め
て
い
ま
し
た
。
場
所
を
移
動

し
て
の
ラ
ン
チ
は
、
今
回
だ
け
の
特
別
メ

ニ
ュ
ー
の
松
華
堂
弁
当
を
用
意
し
て
い
た

だ
き
、
ど
れ
も
お
い
し
く
と
て
も
好
評
で

し
た
。

　

今
後
も
、
あ
じ
さ
い
共
済
加
入
事
業
所

の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
事
業

を
企
画
し
て
参
り
ま
す
。



９ わくわくみのかも　

消
費
税
対
策
に
も
有
効
な

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
活
用
⑩

【
最
終
回
】
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
こ
れ
か
ら

全10回

〈
二
〇
一
九
年
を
振
り
返
っ
て
〉

　

十
月
一
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業
」
も
早
二

ヵ
月
が
経
過
し
、
十
二
月
の
登
録
加
盟
店

数
8
6
万
店
、
登
録
申
請
数
九
五
万
店
を

突
破
し
ま
し
た
。
当
初
の
予
想
を
大
幅
に

超
え
る
多
く
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
等

（
中
小
小
売
店
等
）
へ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
導
入
を
後
押
し
で
き
ま
し
た
。
今
や

消
費
者
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
積
極

的
に
使
用
す
る
姿
を
「
当
た
り
前
の
光

景
」
と
し
て
目
に
す
る
機
会
も
増
え
、
裾

野
の
拡
大
と
認
知
度
の
一
層
の
向
上
が
実

感
さ
れ
ま
す
。

　

制
度
開
始
後
に
発
生
し
た
登
録
待
ち
の

状
況
は
概
ね
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
個
別
事
情
に
よ
り
時
間
の
掛
か
っ
て

い
る
申
請
案
件
も
あ
る
た
め
、
引
き
続
き

よ
り
多
く
の
店
舗
に
速
や
か
に
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
、
決
済
事
業
者
と
連
携
し
て

円
滑
な
登
録
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、
「
未
来
投
資
戦
略
二
〇

一
七
」
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
比
率
を
当
時
の
二
〇
％
か
ら

四
〇
％
へ
倍
増
さ
せ
る
目
標
を
掲
げ
て
以

来
、
政
府
も
多
く
の
自
治
体
も
普
及
促
進

ょ
う
。
単
な
る
「
現
金
に
代
わ
る
支
払
手

段
」
と
捉
え
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
店
舗
運

営
に
お
け
る
様
々
な
場
面
で
業
務
効
率
化

の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
導
入
や
活
用
を
検
討

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
「
会

計
は
レ
ジ
で
す
る
も
の
」
と
い
う
概
念
自

体
が
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え

ば
ス
マ
ホ
で
事
前
注
文
し
て
決
済
ま
で
済

ま
せ
て
実
店
舗
で
商
品
等
を
受
け
取
る
モ

バ
イ
ル
オ
ー
ダ
ー
や
、
セ

ル
フ
レ
ジ
、
無
人
レ
ジ
な

ど
、
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

で
あ
る
こ
と
」
が
前
提
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
特
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
を
蓄
積
・
分
析

す
る
こ
と
で
新
市
場
を
創

出
す
る
な
ど
、
今
後
の
経

営
戦
略
を
考
え
る
う
え
で

と
て
も
重
要
な
ツ
ー
ル
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
基

軸
に
し
た
地
域
の
課
題
解

決
、
ひ
い
て
は
連
携
強
化

・
発
展
へ
と
繋
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

〈
終
わ
り
に
〉

　

過
去
に
最
先
端
だ
っ
た

イ
ン
フ
ラ
が
今
で
は
当
た

り
前
の
ツ
ー
ル
と
な
り
、

生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

く
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
手
紙
や
葉
書
は

電
子
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
取
っ
て
代
わ
り
、

鉄
道
切
符
が
交
通
系
電
子
マ
ネ
ー
に
代
わ

る
な
ど
、
そ
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
ま
す

ま
す
加
速
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
将
来

の
生
活
を
よ
り
効
率
的
で
便
利
に
す
る
ツ

ー
ル
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を

活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二

〇
一
九
年
は
ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度
を
通
じ

て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
認
知
度
が
大

き
く
向
上
し
、
数
々
の
新
サ
ー
ビ
ス
が
誕

生
し
た
こ
と
で
消
費
者
に
対
す
る
「
導
入

や
利
用
の
選
択
肢
」
が
拡
が
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
普
及
拡
大
の
一
方
で
、
様
々

な
課
題
も
顕
在
化
し
た
年
で
し
た
。
例
え

ば
、
中
小
小
売
店
等
で
従
来
か
ら
言
わ
れ

て
き
た
「
三
つ
の
壁
」
（
手
数
料
・
導
入

コ
ス
ト
・
入
金
タ
イ
ミ
ン
グ
）
に
加
え
、

不
正
利
用
の
防
止
な
ど
安
全
・
安
心
へ
の

配
慮
や
、
シ
ス
テ
ム
障
害
な
く
利
用
継
続

で
き
る
安
定
性
、
年
齢
・
生
活
習
慣
・
地

域
性
な
ど
の
違
い
か
ら
生
じ
る
情
報
格
差

な
ど
、
新
た
な
課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。

〈
二
〇
二
〇
年
の
展
望
〉

　

二
〇
二
〇
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
開
催
で
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
一
層
の
普

及
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
は
、
更

に
そ
の
先
を
見
据
え
る
年
に
な
る
で
し



１０わくわくみのかも　

　先日、兵庫県の多可町というまちを訪ねました。姫路市か

ら車で1時間ほどの山の中のまちです。三つの町村が合併した

人口が２万人ほどの、面積が広いわりには小さなまちです。

酒米のブランドとして知られる山田錦の発祥の地で、宮中の

歌会などにも使われてきた杉原紙の産地です。また、「敬老

の日」という祭日が制定されるきっかけになったまちだそう

です。

　全国のどこにでもありそうな自然豊かな農村ですが、ここ

で知る人ぞ知るヒット商品を教えてもらいました。「マイス

ター工房八千代」という小さな産直市場のようなお店で販売

されている太巻きずし「天船巻きずし」です。

　毎日１５００本ほどつくられていて午前中にほぼ完売。恵

方巻を食べる節分には予約を含めてその十倍の１万５０００

本が１日で売れるそうです。人口２万人のまちで毎日１５０

０本が売れるというのも驚異的ですし、ブームとはいえ節分

の１万５０００本はとんでもない数字です。

　天船巻きずしは、地元産のかんぴょうや厚焼き玉子、シイ

タケ煮、キュウリなどをのり巻きにしたいわゆる太巻きずし

で、特別珍しい高価な食材が使われているわけではありませ

ん。ユニークなのは、断面がやや横長の俵型で、キュウリは

細切りではなく、ほぼ丸のまま1本が使われていること。この

多めのキュウリがしっかりと味付けされた他の具材と食感、

味のコントラストをつくっていて絶妙です。ごはんが少なめ

なのもバランスが良い。

　こんなに売れるようになったきっかけはテレビのバラエテ

ィー番組で紹介されてからということですが、感心したのは

、その後にヒットを維持するための工夫がシステマチックに

なされているところです。

　まず品質です。これだけの数をつくるのですから当然何人

もの地元の人が作業しています。巻き方や具材の量・バラン

スにばらつきが出ないように、名人といわれるマネージャー

さんが指導しチェックしているそうです。さらに、出荷時に

は一本一本に、誰が巻いたかが分かるように名前を表示して

責任を明確にしてつくり手のプライドを維持しています。

　具材は地元産の農産物が中心ですから、需要が大きくなれ

ば地元の生産者が潤います。販路についても、原則としてま

ちの外では販売せず、地元の店舗に買いに来てもらうことで

まちの活気を生み出しています。毎日観光バスがやってくる

ほどです。

　地元の材料でつくったものを地元の消費が核となって支え

ていて、それが広くヒット商品に育って地域に新たな雇用を

生んでいます。

　私がいいなと思うのは、もちろん頑張ってはいるのですが

、もともと地元のソウルフードなので、製造も販売も無理は

していないところです。毎日「売り切れ御免」で、売れてい

るからといって調子に乗って増産したり拡販したりしません

。これがヒットを一発屋で終わらせない秘訣(ひけつ)といえ

そうです。

「一発屋にならない秘訣を
　多可町の巻きずしに学ぶ」

渡辺和博／わたなべ・かずひろ
日経BP総研マーケティング戦略研究所　上席研究員

  日経ＢＰ総研マーケティング戦略研究所上席研究員

１９８６年筑波大学大学院理工学修士課程修了。同年、

日本経済新聞社入社。日経パソコン、日経ビジネス、

日経トレンディなどＩＴ分野、経営分野、コンシューマ

分野の専門誌編集部を経て現職。全国各地の商工会

議所などで地域振興や特産品開発のための講演・コ

ンサルを実施。消費者起点のものづくりをテーマに地

域発のヒット商品育成を支援している。

国内出願／海外出願

特許・実用新案・意匠・商標

調査・知財戦略相談・鑑定

TEL： 058-379-2718
岐阜県各務原市テクノプラザ １-１

所長弁理士 大 矢正 代

相談役弁理士 前田 勘次

http://www.maedapatent.jp/
無料相談のネット予約は

県道１７号（江南・関線）沿い



１２わくわくみのかも

　専門スタッフが無料相談（秘密厳守）にて応じており
ます。３日営業日前までにお電話にてご予約ください。商工専門相談窓口相談のご案内

　★市内金融機関☆　　
県小口融資　　２０００万円　    ０.８０％
       (返済期間：運転７年、設備１０年以内)
市小口融資　　200０万円　    ０.７５％
　 (返済期間：運転８年、設備８年以内)
 

現 在 の 金 融 状 況
１２月3日現在の金利は次の通りです。

【ホームページ】　　　　　　　　　　　　　
　  http://www.cci.minokamo.gifu.jp/

★日本政策金融公庫☆ 

                  限度額　　金利

経営改善貸付　２０００万円　    １．2１％

        ( 返済期間：運転７年、設備１０年以内)

　【E-mail】

　  info@cci.minokamo.
    gifu.jp

中小企業相談所(ＴＥＬ：0574-24-0123)

日 月 火 水 木 金 土

 5          ６　　　　  ７　　　　  ８　　　    ９　　 　　 10　　　 　　11　　　　  

12　　　　　13　　 　　  14 　　　　 15　　　    16　　   　 17　　　     18　　　　

19　　　　　20　　　　 21　 　　　 22　　　     23　　 　　 24　　　 　 25　　　　

26　　　　　27　　　　  28 　　　  29　　　  　　30 　　 　　31　　　 　 2/1         

〇よろず支援

営業日 お休み

１月 ２月
開催日時

開催日時

開催日時

開催日時

開催日時

相談員

相談員

相談員

相談員

相談員

開催日時

相談員

西田　好伸  税理士

水野　輝彦  中小企業診断士

日本政策金融公庫

川島  和男  弁護士

よろず支援コーディネーター よろず支援コーディネーター

水谷美紀社会保険労務士
１４日(火)　１０時～１２時

〇よろず支援

〇よろず支援

日本政策金融公庫

西田　好伸  税理士

水野　輝彦  中小企業診断士

 12/29       30　　　    31 　　　　 1/1　　　   ２ 　　 　　 ３　　　    ４

　　
〇よろず支援

年末年始の業務について １月５日(日)までお休みさせていただきます。

１０日、１７日、２４日、３１日
１３時～１７時

１５日(水)　１０時～１２時

１５日(水)　１０時～１２時

２７日(月)　１３時～１５時
相談内容

税務相談

創業・経営革新相談

金融相談

労務・年金相談

法律相談

よろずビジネス相談

〇労務・年金
　個別相談

〇みのかも日本
　昭和村ハーフ
　マラソン大会

○正副会頭会議
○年頭記者会見
○創立記念・新春賀詞交歓会

〇税務個別相談

７日、１４日、２１日、２８日
１３時～１７時

２５日(火)　１３時～１５時

１９日(水)　１０時～１２時

１９日(水)　１０時～１２時

２０日(木)　１０時～１２時

〇金融個別相談 　　
〇創業支援販路
　開拓セミナー

　　
〇創業支援販路
　開拓セミナー

〇起業家ビジネス
　交流会

　　
〇創業支援販路
　開拓セミナー

〇創業・経営革新個別相談
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